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活躍するSSU在学生をピックアップ

全日本学生体操競技選手権　1部初昇格

インタビュー
トランポリン部
タンブリング競技
静岡産業大学　経営学部4年 　

又吉 健斗

【インタビュアー】　スポーツ科学部　准教授　宮崎 彰吾

タンブリング競技の魅力を教えてください
タンブリング競技は、一直線を8個の跳躍技を組み合わせて、難し
さや完成度を競う競技です。日本ではまだマイナーな競技ですが、い
ろんな宙返りがスピーディーかつダイナミックに行われ、最後に着地
を止めるという、迫力の中にも人間の超人的なすごさを感じることが
できる所が魅力です。

タンブリング競技と体操競技の両立で苦労したことはなんですか？
2つの競技は似ている部分が多いですが、実際には器具のはね方や技術の違いがあり、そこの感覚の
ズレを修正することに苦労しました。日々2つの競技の練習をすることは身体への負担がかなり大きく、
練習後の身体のケアは特に大切にしていました。
タンブリング競技は、国内ではまだ発展途上であり、世界と戦うため何が必要かを常に探求しながら練
習をしていたため、今自分がやっていることが本当に合っているのかなど不安の中で、練習内容や練習
量のマネジメントを試行錯誤する日々でした。また、自身のメンタル強化のため、メンタルマネジメントの
方法を学び、仲間とのコミュニケーションの重要さを理解でき、これらの経験によって更に視野を広く持
つことができるようになったと思います。

卒業後は何を目標にどのような道に進むのでしょうか？
地元の沖縄県に戻り、両親が経営している体操クラブで、幼児体育や子どもたちに体操・タンブリング
の指導をします。目標は、タンブリング競技の認知度や人気を更に高めて、タンブリング競技をオリンピッ
ク種目にすることです。そして、その時にコーチやスタッフなどどんな形でも関わっていたいです。その
ための指導だけでなく、普及活動やイベントなどにも積極的に関わっていきたいと考えています。

又吉さんにとってタンブリング競技とはどのような存在ですか？
タンブリング競技は、自分が人生をかけて夢中になれるものです。そして人として成長をさせてくれた
ものであり、パートナーのようなものです。競技と向き合う中で、ポジティブな感情もネガティブな感情も
繰り返し抱き、自分が生きているんだなと強く実感させられることが多かったです。これからもパート
ナーとして共に目標に向けて進んで行きたいと思います。

静岡産業大学　女子体操部　　部長　館　 俊樹　
監督　山本 新吾郎

第76回全日本学生体操競技選手権大会において2部団体総合優勝（2回目）を飾り、創部以来の悲願で
あった1部昇格を達成しました。
2004年から体操部強化をスタートし、2006年に女子1名が初入部。そこから数名の女子入部はあるもの

の団体出場に必要な部員数6名には届かず、個人での全日本インカレ出場が続いていました。2012年に3名
の新入部員を迎え、初めて女子部員が6名となり全日本インカレの予選大会である西日本インカレに団体で
初出場。2部上位4校の団体出場枠を獲得し全日本インカレに団体初出場を果たしました。
その後、年々女子部員数も増えて20名を超えるまでに成長。全日本インカレに団体連続出場を続けるが団
体3位が最高成績でなかなか優勝には手が届きませんでした。地道に強化を進め、遂に2020年に2部団体初
優勝を果たしましたが「2020年度はコロナの関係で1部2部の入替えは行わない」との特別ルールにより1
部への昇格は叶いませんでした。
そして迎えた2022年度大会。ライバルである駒澤大学・日本大学との実力は拮抗しておりミスをしたら負

ける状況でした。1種目の『平均台』は一番ミスが出やすい種目で、緊張からかまさかの3人が落下の大きなミ
スをする厳しいスタートとなりましたが、諦めることなく2種目の『ゆか』からは集中したミスのない演技を続け、
1.401点の僅差ではありましたが2度目の2部団体優勝・初の1部昇格を勝ち取りました。
2023年度からは本学初の男女1部校のシーズンを迎えます。1部校としてのプライドを持ち、攻める体操

で今度は1部上位進出を目標に日々精進していきます。

SSU部活動の活躍【女子体操部】

３　「第22回SSUスポーツ・健康科学セミナー報告」
　　スポーツボランティアの可能性（静岡ブルーレヴズ）
４　「SSU在学生の活躍」
　　トランポリン部　又吉 健斗（経営学部4年）

１　「SSU部活動の活躍（女子体操部）」
　　全日本学生体操競技選手権　1部初昇格 
2　「第21回SSUスポーツ・健康科学セミナー報告」
　　運動部活動の地域移行と障害者スポーツ
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ま た よ し け ん と

プロフィール

沖縄県生まれ。両親が体操クラブを
経営していることから、小さい頃から自
然と体操競技とトランポリン競技を始
める。小学校6年生でタンブリング競技
に出会い、高校まで体操競技とタンブ
リング競技を両立する。在学中もタンブ
リング競技日本代表として数々の国際
大会や国内大会で実績を残した。



運動部活動の地域移行と障害者スポーツ

（2022年8月23日，オンライン開催）

　2022年6月6日に文部科学省スポーツ庁の「運動部活動の地域移行に関す
る検討会議提言」が出された。運動部活動の意義と課題、その課題への対応や改
革の方向性が記されている。このセミナーでは検討会議座長を務めた内田先生を
講師としてお招きして、下記のテーマについてお話いただいた。
①運動部活動の地域移行の背景
②これからのスポーツ指導はどうあるべきか
③障害者スポーツの現状

東海大学体育学部体育学科　教授　内田 匡輔

第21回SSUスポーツ・健康科学セミナー報告 第22回SSUスポーツ・健康科学セミナー報告

◎スポーツ庁のHPで運動部活動の地域移行に関する検討会議提言を見ることができます。

スポーツボランティアの可能性
　～静岡ブルーレヴズの実例をもとに～

（2022年10月11日，オンライン開催）

　ラグビーワールドカップ2019日本大会が終わり、日本ラグビー界は新しいフェーズに突入していま
す。その中のキーワードが「事業性」と「地域貢献」です。
　それらを体現する手段としてボランティア活動をチームで行うことは非常に有効ですが、ボランティア
基本三原則である「自主性」「公益性」「無償性」を体現するためには、運営側がコンセプトを描き、一貫
性のあるマネジメントを行うことでボランティアからの共感を紡ぐことが何よりも重要です。
　そういった意味ではボランティアは決して無償の労働力ではなく、興行の価値を高めてくれる重要な
パートナーであるという認識を持つことが適切だと考えます。

静岡ブルーレヴズ　佐藤 洋平

静岡ブルーレヴズのことをもっと知りたい方は、
こちらのQRコードからアクセスしてください。
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